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2020年 VISION
2020年までに、社会的インパクト評価を広く社会に定着させ、社会的課題の解決を促進させます。
～12の目標と38のアクション～

社会的インパクト評価イニシアチブ
資金提供者WG

2017年6月29日
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1. ロードマップ（社会的インパクト評価文化醸成）
社
会
的
認
知

資
金
提
供
者

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

財団、企業、金融
機関、個人、行政

内容・小分類

❷事業者にとって
のインパクト志向の
ステップを定義する

各種事業者によるイ
ンパクトサイクル(*1)
にもとづく事業運営
の実施事

業
者

目標

• 社会的インパクト評価に対
する認知が年代や階層を越
えて広がり、認知度が1割を
超える(*4)。

• 社会的インパクト評価・イン
パクトサイクルに基づく事業
運営が事業者の信頼性と
結びつくようになっている。

➊評価実践（社会的インパクト評価含め）のメリットを、
活動分野、地域ごとに戦略性をもって普及する

❹インパクト志向
原則(*2)の
立案・確立

❺資金提供者自身
のインパクト志向の
ステップを定義する

❽社会的インパクト評価にもとづ
く助成金・交付金申請書を普及
させる

❼資金提供者自身の社会的イ
ンパクト評価にもとづく事業報告
を普及させる

⓫社会的インパクト評価に関する連載記事（雑誌、新聞）を企
画・実施する

ソーシャル
メディア

マスメディア

その他普及活動

❾インパクト志向原則の
一般向け広報を行い、理解を広げる

⓭社会的インパクト評価、インパクト志向
原則について学校で教える

*1「インパクトサイクル」：計画-実行-測定-レビューという事業運営のサイクルをまわすことによって、インパクトを拡大させる方法を特定する、改善方法を学習するなど
の便益が生み出される事業運営。

*2「インパクト志向原則」：インパクト志向のあり方をさまざまなステークホルダーへの適用を想定して簡潔かつ明確に記した文書
*3：例えば、ホームページ上での賛同を募り、その団体数により目標を達成したかを計ることができる
*4：例えば、認知度調査等において社会的インパクト評価の認知について尋ねる項目を設けることにより、認知度の程度を計ることができる。

⓬ 行政が策定する方針等において「社会的インパクト評価の推
進」等を盛り込む

インパクト志向原則に賛同す
る事業者・資金提供者が、あ
らゆる地域・分野にて、全国で
1,000団体以上存在する(*3)。

社会的インパクト評価事業者ネットワークの形成

❸社会的インパクト評価にもとづ
く事業報告を普及させる

❿社会的インパクト評価に関するプレスリリースを適宜発信する

❻資金タイプ（寄付、助成、投資、融資）ごとの社会的
インパクト評価に対する考え方を整理し、関係者を巻き込む

⓮事例の公開、評価大賞やベストプラク
ティス表彰の発信（詳細はテーマ３「事例
の蓄積・活用」参照）

社会的インパクト評価資金提供者ネットワークの形成

社会的インパクト評価の情報発信強化
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1. WGメンバーによる事例共有会の定期的な実施

‐ 各資金提供者における審査/デューデリジェンス、事業管理、対外報
告における社会的インパクト評価の実践事例を共有

2. 資金提供者にとっての「インパクト志向」のあり方の検討

‐ 上記事例共有会でのインプットを基に、資金提供者にとっての「イン
パクト志向」のあり方を検討

‐ 「インパクト志向原則」策定への資金提供者WGとしての考えを提示
するとともに、各組織がアクションを実施

• 資金提供者にとっての「インパクト志向」のあり方の定義

• 「インパクト志向」に向けたアクションの検討・実施

目指すこと

やること

32. 資金提供者WGが2017年度に目指すこと・やること
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33. 資金提供者WGのアクションプラン

4 5 6 7 10 4

2017年度 2018年度

８ ９ 11 312 1 2

Social Impact Day 2017

事例共有会

インパクト志向の
あり方の検討

第2回

事例共有会でのインプットを基に検討

第3回 第4回 第5回 第6回第1回
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No. 氏名 所属

1 有井安仁 一般社団法人全国コミュニティ財団協会

2 石崎勇輝（オブザーバー） 株式会社日本政策金融公庫

3 加藤剛 公益財団法人トヨタ財団

4 功能聡子 ARUN合同会社

5 佐分利応貴 公益財団法人笹川平和財団

6 高塚清佳 新生企業投資株式会社インパクト投資チーム

7 高原康次 一般財団法人KIBOW

8 土岐 三輪 特定非営利活動法人SVP東京

9 本城宏行 独立行政法人環境再生保全機構（地球環境基金）

10 ◎藤田滋 公益財団法人日本財団

11 藤村隆 特定非営利活動法人SVP東京

◎WGリーダー

4.資金提供者WGのコアメンバー


